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 運動部活動における大会の在り方見直しの実態に関するヒアリング調査 

3.1. 調査目的 

少子化等が進展するなかで、運動部活動にかかる大会を持続可能なものとしていくための方向性を探る

ために、競技団体主催大会等も含めた中学生年代の大会の在り方見直しの実態等を把握し、整理・分析す

ることを目的とした。 
 
3.2. 調査方法・概要 

大会の運営側ならび参加側を含めた 5 つの対象区分において、2 者程度ヒアリングを実施し、大会運営

において実施されている工夫事例や現状の課題、要望等を把握した。 
ヒアリング結果については、大会における工夫・改革事例ならびに、今後の大会の在り方見直しにおけ

る論点が抽出できるように取りまとめた。（図表 3-1） 
 

図表 3-1 ヒアリング調査の全体像 

 
 
 
3.3. 調査項目 

図表 3-1 の通り、ヒアリング対象ごとにそれぞれヒアリング項目を設定した。 
図表 3-2 から図表 3-5 にそれぞれのヒアリング項目（詳細）を示す。 
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図表 3-2 競技団体・中体連へのヒアリング事項 
項目  内容  

主催大会の基本情報  大会目的、大会開催時期・開催形式、 

大会開催規模、大会参加資格、大会規定 等  

主催大会の運営方法  大会運営形態、 

大会運営リソース確保の方法（ヒト・モノ（場所）・カネ）  

主催大会運営における工夫  運営において心がけていること・実施している工夫  

 参加者（主に中学生徒）の視点に立った工夫  

 （教師の）大会運営の負担を減らす工夫  

 大会を安全・安心・円滑に運営する工夫 等  

近年実施した改革  （あれば）近年変更した規定やルールとその理由  

※部活動の地域移行への対応に伴う変更も含む  

今後の改革に向けた検討状況  特に部活動の地域移行への対応に向けた検討状況 

他団体との議論・調整の有無 等  

今後の改革に向けたニーズや課題  現状把握できている課題（困っていること、悩んでいること） 

他団体に向けた要望 等  

 
 

図表 3-3 教師へのヒアリング事項 
項目  内容  

参加大会の概要  参加大会数（年間）  

（それぞれの）大会規模、開催時期、参加資格、大会規定等  

大会運営の実態  

（運営に参加された場合）  

どのような方が大会運営を担当していたか  

 その中で教師が担っていた運営上の役割  

運営参加における報酬の有無  

（教師から見た）運営における課題や要望  

参加大会における工夫  参加した大会において感じた工夫 

 参加者（主に中学生徒）の視点に立った工夫  

 （教師の）大会運営の負担を減らす工夫  

 大会を安全・安心・円滑に運営する工夫 等  

参加大会において感じた課題や要望  大会規定やルールに関する要望  

大会運営に対する要望 等  

近年実施された改革  

（ご存知の範囲で）  

（ご存知であれば）近年大会側が変更した規定やルールとその理

由  

※部活動の地域移行への対応に伴う変更も含む  

地域移行に向けた全般の課題や 

ニーズ等  

（教師から見た）部活動の地域移行への対応に向けた検討状況  

現状把握できている課題（困っていること、悩んでいること）  

他団体に向けた要望 等  
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図表 3-4 地域スポーツクラブへのヒアリング事項 
項目  内容  

スポーツクラブにおける  

大会参加・引率の実態  

大会参加・引率の状況  

 どのような大会に参加・引率しているか  

 参加・引率にあたってのルール等はあるか 等  

スポーツクラブとして大会に 

参加する際の課題や要望  

大会規定やルールに関する課題・要望  

大会運営に対する課題・要望 等  

大会主催団体への要望・改革ニーズ  特に部活動の地域移行への対応に向けた検討状況  

他団体との議論・調整の有無 等  

部活動の地域移行全般に関する課題

やニーズ等  

現状把握できている課題（困っていること、悩んでいること）  

他団体（スポーツ庁、中体連、教育委員会、競技団体等）に向け

た要望 等  

 
図表 3-5 民間事業者へのヒアリング事項 

項目  内容  

部活動支援事業における 

大会引率の実態  

部活動支援事業における大会引率の状況  

 マッチングした指導者は大会引率も実施しているか  

（実施している場合）  

 どのような大会に引率しているか  

 教師も引率しているか  

 引率にあたってのルール等はあるか 等  

部活動支援事業において大会引率を

実施する上での課題や要望  

大会規定やルールに関する課題・要望  

大会運営に対する課題・要望 等 

部活動に関する大会運営への支援の

可能性  

部活動に関する大会運営を担う教師の負担軽減支援策の検討状況  

部活動に関する大会運営業務受託の可能性 等  

部活動の地域移行全般に関する課題

やニーズ等  

現状把握できている課題（困っていること、悩んでいること）、 

他団体（スポーツ庁、中体連、教育委員会、競技団体等）への要

望 等  
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3.4. 調査結果 

3.4.1. 大会における工夫・改革事例 
 
1） 生徒目線の大会を実現する工夫 
 近年、中学生年代の大会では、生徒の健康面に配慮した取組が進みつつある。 
 また、一部の競技団体や地域スポーツクラブの大会では、試合機会確保に向けてリーグ戦も実施して

いる。 
 

 
 
 
 
2） 教師の大会運営負担を軽減する工夫 
 競技団体Ａでは、スポンサー収益等を活用し、大会運営の一部を外部委託している。 
 Ａ県中体連の大会では（熱中症対策の一環での）開会式の廃止や 1 日の試合時間短縮によって、結果

的に教師の運営負担が軽減されたが、教師の運営負担軽減を目的とした取組は聞かれなかった。 
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3.4.2. 中学生年代における大会の在り方見直しに向けた論点 
 
1） 引率に関する規定 
 （仮に引率が認められたとしても）ユニフォーム着用必須（監督）や特定の保険への加入義務化等の

細かな規定が、（教師以外による）単独引率への課題となっているケースも存在する。 
 

 
 
 
 
2） 生徒の所属に係る規定 
 各地域において、都道府県中体連主催大会においてもクラブチームへの参加資格を拡大する規定改正

が始まっている。 
 ただし、生徒の大会における所属と選手登録時の所属の関係整理等をしなければ、生徒の出場機会を

限定させてしまうケースも存在する。 
 

 

 
 
 
  



36 
 

3） 競技団体による持続的な大会運営 
 一部の競技団体では、大会運営人員を確保するため、中学生年代向けの組織を新設し、中学生の試合

機会存続を目指している。 
 

 
 
 
4） 民間企業による大会運営の可能性 
 スポンサー獲得や関連事業による収益を認められれば、民間企業でも大会運営受託の可能性はある。 
 既に（小学生向け大会の）大会運営を受託している民間企業も存在する。 
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 検討会議の実施 

4.1. 実施目的 

生徒や部活動顧問への過度な負担等への課題に対応するため、大会の在り方を検討する「中学生年代の

大会の在り方に関する研究委託事業検討会議」を設置し、有識者や大会等関係主体等からの意見・助言を

いただく。 
 
 
4.2. 実施概要 

「中学生年代の大会の在り方に関する研究委託事業検討会議」の実施概要を図表 4-1 にまとめる。 
図表 4-1 検討会議の概要 

 第１回 第２回 
実施日時 11 月 2 日（木） 10:30～12:00 ３月 22 日（水）   13:30～15:00 
議題 【調査方針についての意見交換】 

(1) 調査の全体像について 

(2) 中学生アンケートについて  

(3) 大会ヒアリングについて 

(4) 今後のスケジュールについて 

【調査結果の報告、とりまとめ方の意見交

換】 
(1) 調査の全体像について 

(2) 中学生アンケート結果について 

(3) 大会ヒアリング結果について 

(4) まとめ 

出席者 髙橋 幸平 氏（朝日大学  保健医療学部健康スポーツ科学科 スポーツ教育学 教授） 

友添 秀則 氏 (公益財団法人 日本学校体育研究連合会 会長) 

開催方法 オンライン会議 
 
 
4.3. 主な意見 

4.3.1. 第１回検討会議における主な意見 
 
区分 概要 
１）  
中学生アンケート 

 大会の在り方調査であるため、大会に対する生徒の意向に関する設

問を中心にした方が良いだろう。 
 引率を校長の許可なく行えるようにするよう改革を行っている中

で、正規の教師がどの程度引率に関わっているのか確認できるとよ

いのではないか。 
 顧問教師の指導レベルについても確認できると良いだろう。日本ス

ポーツ協会が H26 に実施した調査において、運動部顧問の 45%は当

該競技の経験者でも、体育教師でもないというデータがあるが、生

徒側から見た指導レベルを把握できると良いのではないか。 
 競技レベルとの相関も見ても効果的な分析になるため、中学生にと

って全国大会が必要か（あるいは、県大会やブロック大会で十分か）、

を端的に把握できると良いだろう。 
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 部活動に関する経験値の差から、学年ごとの回答傾向に差が出るこ

とが予想される。その点を考慮したほうが良いだろう。 
２）  
ヒアリング 

 大会運営を外部委託することの是非について聞いてほしい。大会運

営事業に参入したいと考える組織も出てきているので、現場の大会

運営者の声を聞いてみてほしい。 
 地域スポーツクラブが部活動の大会に参加する際の懸念点として、

地域スポーツクラブと部活動の競技力のギャップがある。今回の調

査全体を通じて、そうした懸念点を洗い出せると、今後の対応に活

かせるだろう。 
 
 
4.3.2. 第２回検討会議における主な意見 
 

区分 概要 

１）  

調査結果について 

 本調査の内容は、「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言（令和

4年６月６日）」など検討会議での議論を裏付ける結果を得ている。 

 ただし、一部の調査結果については、断定し難い部分もあるため、当

該箇所については慎重な解釈をした方がよいものもある。 

 「先生」についても生徒が学校の先生のみを想定しているか、部

活動指導員等も含めて想定しているかで、結果の解釈が変わって

くる 

 練習日数・時間などが長かった場合についても、技術向上を目指

している生徒にとっては、まだ足りないと思っている可能性もあ

る。 

２）  

今後の調査研究にあた

っての示唆 

 本調査で得られたアンケート結果や、ヒアリング内容をどのような提

言につなげるかについて、今後、検討が必要である（本調査でのヒア

リングは、幾つかの事例を取り上げたものに過ぎないため、一般化す

ることは必ずしも容易でない）。 

 各地域では、その地域に合わせた検討をすでに進めている場合が多い

だろう。適宜、全国的に運用されている仕組みや規制等の撤廃も視野

に入れた提言の整理・検討が必要となるのではないか。 
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 調査研究のまとめ・今後の検討課題等 

 
今年度調査では、主に中学生向けアンケート調査により、全国の中学生年代の大会に関する意向が把

握でき、以下の通り「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言（令和４年６月６日）」における大会

の在り方に関する内容を裏付ける結果となっていることも確認できた。（図表 5-1） 

これらの生徒の声も踏まえ、中学校体育連盟、競技団体、スポーツ団体等は、大会の在り方見直しを

より一層進めることが期待される。 

 
図表 5-1 アンケート調査から得られた主なファクト 

 
 

ヒアリング調査においては、先行的な大会の在り方見直し事例を確認することができた。（図表 5-2） 
 

図表 5-2 ヒアリング調査から得られた主なファクト 
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III．参考資料 

「令和 4 年度大会の在り方見直しに関する中学生向けアンケート」の設問ごとの集計結果を以下に示す。 
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